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決議 12.11（CoP16 で改正）＊ [ 仮訳 ]

標準学名命名法

第 11 回締約国会議（ギギリ、2000 年）で採択さ

れた決議 11.22 を想起し、

生物学上の学名命名法は流動的であることに留意

し、いくつかの科の属および種の名称については標準

化が必要であり、十分な情報を備えた標準参考文献が

欠如した現状が、附属書に掲げる多くの種の保護にお

ける CITES の実施の有効性を引き下げていることを意

識し、

条約の附属書で使われる分類法が、学名参考文献に

よって標準化されれば締約国にとって非常に役立つこ

とを認識し、

条約の附属書で使われている分類の名称で、生物学

で認められた使用法を反映させるために変更すべきで

あるものをかつての学名命名委員会が特定したことを

意識し、

それらの変更を条約締約国会議で採択すべきである

ことに留意し、

附属書に掲げる分類の中で家畜化された形態が存在

するものがあり、いくつかの事例では、締約国は保護

されている形態に対して標準学名命名法での名称とは

異なる名称を適用することにより、野生の形態と家畜

化された形態とを区別する方法を選んだことを認識し、

附属書への掲載に関する新たな提案の場合、締約国

は入手可能な限り必ず採択された標準参考文献を使う

べきであることを認識し、

現在附属書に掲げる亜種が取引に供された場合、そ

の多くの識別において生じる実施上の多大な困難を考

慮し、また、執行上の目的のため、亜種識別の容易さ

を地理上の出所に関する情報の信頼性と比較検討する

必要性を考慮し、

可能な限りの範囲で、生物多様性に関係する多国間

環境協定により使用される種の学名命名法を調和させ

ることが望ましいことを認め、かつ、生物多様性に関

係する条約の科学諮問組織の議長により、この目的が

承認されたことに留意し、

条約締約国会議は 

菌類の種が条約の対象であることに合意する。 

次のとおりに勧告する。

a)	亜種については、それが一般に有効な分類群とし

て認識され、取引される形態で容易に識別可能で

ある場合にのみ附属書への掲載を提案する。

b)	識別が困難な場合は、種全体を附属書 I または附

属書 II に掲げるか、または保護が必要な亜種の

生息域を区切り、この地域内の個体群を国ごとに

掲げることによって問題と取り組む。

c)	掲載された分類群の家畜化された形態がある場

合、動物および植物委員会は野生および家畜形態

に対して名称を勧告する。

d)	条約附属書改正案を提出する際、提案者は提案さ

れる存在の記述に使われる参考文献を特定する。

e)	条約附属書改正案の受理に際し、事務局は適宜、

当該種または他の分類群に使用する正しい名称に

関して動物および植物委員会の助言を求める。

f)	 附属書に掲げる分類群の名称に関する変更が提案

された時は常に、事務局は動物および植物委員会

と協議し、その変更が条約に基づく動植物の保護

の範囲を変えるかどうかを判断する。分類群の範

囲が再定義される場合、動物および植物委員会は

その分類群 の変更を受け入れたことにより附属

書に掲げる種が追加されるか、あるいは掲げられ

た種が附属書から 削除されるかを評価し、掲載

の当初の意図を保持するために動物および植物委

員会の勧告に従い附属書 の改正案を提出するよ

う寄託政府に要請する。提案 は締約国会議の次

回会議で検討するために提出され、そこで動物お

よび植物委員会の勧告が検討される。

g)	 動物委員会または植物委員会が附属書 III に掲げ

る分類群に関係する命名法の変更を提案する場

合、それらの変更が、原産地証明書を発給する必

要がある国の決定に影響を与えるような分布の変

更を引き起こすかどうかに関し、事務局に助言す

る。

h)	標準参考文献が締約国会議で採択されていない分

類群のための分類典拠の選択に関してくい違いが

ある場合、そのような分類群の動物または植物（ま

たはそれらの部分または派生物）の輸出を許可す

る国は、CITES 事務局および予期される輸入国に

対し、その国が優先する発表済みの分類典拠を通

知する。「分類 典拠」とは輸出される分類群の学

＊　第 13 回、第 14 回、第 15 回および第 16 回締約国会議で改正。
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名命名法を検討し、関連する学術分野の専門家の

検討を受けた最近発表された論文またはモノグラ

フを意味する。その分類群の標本がいくつかの国

から輸出され、分類典拠に関して輸出国の間で合

意に達しないか、または輸出国と輸入国の間で合

意に達しない場合は、締約国会議への正式な勧告

が行われるまで、学名委員会がもっとも適切な分

類典拠を決定する。動物および植物委員会は、採

択のためにこの中間決定を締約国会議への報告書

に盛り込む。事務局は締約国に対してこの中間決

定を通告する。

i)	 事務局は標準参考文献として指定されるチェック

リストの推状（および注文に関する情報）を、そ

のチェックリストについて協議する締約国会議の

遅くとも 6 ヵ月前までに受け取る。事務局はそ

の情報を締 約国への事務局通達に含め、締約国

が希望すれば会議前に検討するための写しを入手

できるようにする。

j)	 現行標準学名参考文献を更新または新規標準学名

参考文献を採択するための最終勧告は、締約国会

議の各会合の 150 日前までに用意する。

k)	学名委員会が附属書で使う分類群の名称の変更を

勧 告する時、同委員会は条約の施行に対してそ

れが意 味することの評価も行う。

現行の標準学名参考文献の更新および新規参考文献

の採択に関し、次の手続きを用いるよう勧告する。

a) 現行の標準学名参考文献の更新および新規参考文

献の採択の手続きは、動物委員会または植物委員

会が主導で直接開始するか、または以下が委員会

への提案を提出することにより開始する。

i)  ひとつ以上の締約国

ii) 事務局が主導で、または締約国から受領した情

報への対応として

b) 提案された変更は公認の分類法に関する出版物に

基づくものとする。ある分類群の学名命名の状態

に対する改正案についてまだ議論が続いている場

合は、その新規分類法は採択すべきではない。

事務局は学名命名委員会と協議し、締約国会議との

協議なしに、条約の附属書に掲げる種の一覧表にある

つづりを変更し、締約国にそれらの変更を通達するこ

とを決定し、

事務局に対し、動物および植物委員会の学名命名法

の専門家と密接に協力し、他の生物多様性に関係する

多国間環境協定との理解または協力の覚書または作業

プログラムを実施する中で、それぞれの規定に掲げる

種の分類法および学名命名法の間で調和を取る方法を

検討するよう命じる。

この決議の付記に掲げる分類ならびに学名命名の参

考文献を、附属書に掲げる種に関する公式の標準参考

文献として採択し、

UNEP 世界自然保護モニタリングセンターが 2003

年に編纂した Checklist of CITES Species ならびにその

更新版を、当初の種に関する提案に含まれた分類と学

名命名、 学名命名委員会の勧告、附属書に掲げる種に

ついて締約 国会議で採択 された標準参考文献に含まれ

受け入れられたすべての名称を全面的に反映した標準

参考文献中の 学名の公式要覧として認識し、

締約国会議による標準チェックリストの採択はそれ

だけでは附属書に掲げられているか否かを問わず、い

かなる存在の CITES における地位も変更せず、さらな

る提案の採択により特に変更されない限り、その存在

の地位は締約国会議で採択された提案で意図されたま

ま変わらないことに合意する。

次のことに関する主な責任を科学当局に負わせるよ

う締約国に促す。

a) 掲載表の解釈

b) 適宜、CITES 学名命名委員会との協議

c) 適切な CITES 委員会によるさらなる検討を必要と

する学名命名問題の特定および適切な場合に附属

書を改定するための提案の作成

d) チェックリストの作成並びに維持に対する支援並

びに協力

事務局に対し、ラン科 Orchidaceae に関する各標準

参考文献の完成後ただちに締約国が利用できるように

するよう要請し、

事務局に対し、動物および植物委員会の学名命名法

の専門家と密接に協力し、生物多様性に関係する多国

間環境協定で使われる分類法および学名命名法の調和

を推進 るよう命じる。

決議 11.22（ギギリ、2000 年）－「標準学名命名法」

を廃棄する。                                                                 ■
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付記　締約国会議によって採択された標準参考文献

動物

哺乳綱

Wilson, D. E. & Reeder, D. M. (ed.) (2005): Mammal 

Species of the World. A Taxonomic and Geographic 

Reference. Third edition, Vol. 1-2, xxxv + 2142 pp. 

Baltimore (John Hopkins University Press). [for all 

mammals – with the exception of the recognition 

of the following names for wild forms of species 

(in preference to names for domestic forms): Bos 

gaurus, Bos mutus, Bubalus arnee, Equus africanus, 

Equus przewalskii, Ovis orientalis ophion; and with 

the exception of the species mentioned below]

Beasly, I., Robertson, K. M. & Arnold, P. W. (2005): 

Description of a new dolphin, the Australian 

Snubfin Dolphin, Orcaella heinsohni sp. n. (Cetacea, 

Delphinidae). --Marine Mammal Science, 21(3): 

365-400. [for Orcaella heinsohni]

Boubli, J. P., Da Silva, M. N. F., Amado, M. V., Hrbek, 

T., Pontual, F. B. & Farias, I. P. (2008): A taxonomic 

reassessment of Cacajao melanocephalus Humboldt 

(1811), with the description of two new species. – 

International Journal of Primatology, 29: 723-741. 

[for Cacajao ayresi, C. hosomi]

Brandon- Jones, D., Eudey, A. A., Geissmann, T., Groves, 

C. P., Melnick, D. J., Morales J. C., Shekelle, M. & 

Steward, C.-B. (2004): Asian primate classification. 

- International Journal of Primatology, 25: 97-163. 

[for Trachypithecus villosus]

Caballero, S., Trujillo, F., Vianna, J. A., Barrios-Garrido, 

H., Montiel, M. G., Beltrán-Pedreros, S., Marmontel, 

M., Santos, M. C., Rossi-Santos, M. R. & Baker, C. 

S. (2007). Taxonomic status of the genus Sotalia: 

species level ranking for "tucuxi" (Sotalia fluviatilis) 

and "costero" (Sotalia guianensis) dolphins. Marine 

Mammal Science 23: 358-386 [for Sotalia fluviatilis  

and Sotalia guianensis]

Davenport, T. R. B., Stanley, W. T., Sargis, E. J., de 

Luca, D. W., Mpunga, N. E., Machaga, S. J. & Olson, 

L. E. (2006): A new genus of African monkey, 

Rungwecebus: Morphology, ecology, and molecular 

phylogenetics. – Science,312: 1378-1381. [for 

Rungwecebus kipunji ]

Defler, T. R. & Bueno, M. L. (2007): Aotus diversity and 

the species problem. – Primate Conservation, 22: 

55-70. [for Aotus jorgehernandezi]

Defler, T. R., Bueno, M. L. & García, J. (2010): Callicebus 

caquetensis: a new and Critically Endangered 

titi monkey from southern Caquetá, Colombia. 

– Primate Conservation, 25: 1-9. [for Callicebus 

caquetensis]

Ferrari, S. F., Sena, L., Schneider, M. P. C. & Júnior, J. 

S. S. (2010): Rondon’ s Marmoset, Mico rondoni 

sp. n., from southwestern Brazilian Amazonia. – 

International Journal of Primatology, 31: 693-714. 

[for Mico rondoni]

Geismann, T., Lwin, N. , Aung, S. S., Aung, T. N., 

Aung, Z. M., Hla, T. H., Grindley, M. & Momberg, 

F. (2011): A new species of snub-nosed monkey, 

genus RhinopithecusMilne-Edwards, 1872 

(Primates, Colobinae), from Northern Kachin State, 

Northeastern Myanmar. – Amer. J. Primatology ,73: 

96-107. [for Rhinopithecus strykeri]

Merker, S. & Groves, C.P. (2006): Tarsius lariang: A new 

primate species from Western Central Sulawesi. – 

International Journal of Primatology, 27(2): 465-

485. [for Tarsius lariang]

Oliveira, M. M. de & Langguth, A. (2006): Rediscovery 

of Marcgrave’ s Capuchin Monkey and designation 

of a neotype for Simia flava Schreber, 1774 

(Primates, Cebidae). – Boletim do Museu Nacional 

do Rio de Janeiro, N.S., Zoologia,523: 1-16. [for 

Cebus flavius]

Rice, D. W., (1998): Marine Mammals of the World: 

Systematics and Distribution, Society of Marine 

Mammalogy Special Publication Number 4, The 

Society for Marine Mammalogy, Lawrence, Kansas 

[for Physeter macrocephalus and Platanista 

gangetica]

Shekelle, M., Groves, C., Merker, S. & Supriatna, J. 

(2010): Tarsius tumpara: A new tarsier species 

from Siau Island, North Sulawesi. – Primate 

Conservation,23: 55-64. [for Tarsius tumpara]

Sinha, A., Datta, A., Madhusudan, M. D. & Mishra, 

C. (2005): Macaca munzala : A new species from 

western Arunachal Pradesh, northeastern India. – 
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International Journal of Primatology,26(4): 977-

989: doi:10.1007/s10764-005-5333-3. [for 

Macaca munzala]

Van Ngoc Thinh, Mootnick, A. R., Vu Ngoc Thanh, 

Nadler, T. & Roos, C. (2010): A new species of 

crested gibbon from the central Annamite mountain 

range. Vietnamese Journal of Primatology,4: 1-12. 

[for Nomascus annamensis]

Wada, S., Oishi, M. & Yamada, T. K. (2003): A newly 

discovered species of living baleen whales. – Nature, 

426: 278-281. [for Balaenoptera omurai]

Wallace, R. B., Gómez, H., Felton, A. & Felton, A. (2006): 

On a new species of titi monkey, genus Callicebus 

Thomas (Primates, Pitheciidae), from western 

Bolivia with preliminary notes on distribution and 

abundance. – Primate Conservation,20: 29-39. [for 

Callicebus aureipalatii ]

Wilson, D. E. & Reeder, D. M. (1993): Mammal Species 

of the World: a Taxonomic and Geographic 

Reference. Second edition. xviii + 1207 pp., 

Washington (Smithsonian Institution Press). [for 

Loxodonta africana, Puma concolor, Lama guanicoe 

and Ovis vignei]

鳥綱

Morony, J. J., Bock, W. J. & Farrand, J., Jr. (1975): 

Reference List of the Birds of the World. American 

Museum of Natural History. 207 pp. [for order- and 

family-level names for birds]

Dickinson, E.C. (ed.) (2003): The Howard and Moore 

Complete Checklist of the Birds of the World. 

Revised and enlarged 3rd Edition. 1039 pp. London 

(Christopher Helm). [for all bird species – except 

for the taxa mentioned below and for Lophura 

imperialis , specimens of which should be treated as 

specimens of L. edwardsi]

Dickinson, E.C. (2005): Corrigenda 4 (02.06.2005) to 

Howard & Moore Edition 3 (2003). (available on 

the CITES website) [together with Dickinson 2003 

for all bird species – except for the taxa mentioned 

below]

Arndt, T. (2008): Anmerkungen zu einigen Pyrrhura-

Formen mit der Beschreibung einer neuen Art und 

zweier neuer Unterarten. – Papageien, 8: 278-286. 

[for Pyrrhura parvifrons]

Collar, N. J. (1997) Family Psittacidae (Parrots). 

In del Hoyo, J., Elliot, A. and Sargatal, J. (eds.), 

Handbook of the Birds of the World, 4 (Sandgrouse 

to Cuckoos): 280-477. Barcelona (Lynx Edicions). 

[for Psittacula intermedia and Trichoglossus 

haematodus]

Collar, N. J. (2006): A partial revision of the Asian 

babblers (Timaliidae). – Forktail,22: 85-112. [for 

Garrulax taewanus]

Cortés-Diago, A., Ortega, L. A., Mazariegos-Hurtado, 

L. & Weller, A.-A. (2007): A new species of 

Eriocnemis (Trochilidae) from southwest Colombia. 

-- Ornitologia Neotropical, 18: 161-170. [for 

Eriocnemis isabellae]

da Silva, J. M. C., Coelho, G. & Gonzaga, P. (2002): 

Discovered on the brink of extinction: a new species 

of pygmy owl (Strigidae: Glaucidium) from Atlantic 

forest of northeastern Brazil. – Ararajuba, 10(2): 

123-130. [for Glaucidium mooreorum]

Gaban-Lima, R., Raposo, M. A. & Hofling, E. 

(2002):Description of a new species of Pionopsitta 

(Aves: Psittacidae) endemic to Brazil. – Auk, 119: 

815-819. [for Pionopsitta aurantiocephala]

Indrawan, M. & Somadikarta, S. (2004): A new hawk-

owl from the Togian Islands, Gulf of Tomini, central 

Sulawesi, Indonesia. -- Bulletin of the British 

Ornithologists' Club, 124: 160-171. [for Ninox 

burhani]

Nemesio, A. & Rasmussen, C. (2009): The rediscovery 

of Buffon’ s “Guarouba” or “Perriche jaune” : two 

senior synonyms of Aratinga pintoi Silveira, lima 

& Höfling, 2005 (Aves: Psittaciformes). – Zootaxa, 

2013: 1-16. [for Aratinga maculata]

Olmos, F., Silva, W. A. G. & Albano, C. (2005: Grey-

breasted Conure Pyrrhura griseipectus, an 

overlooked endangered species. - Cotinga,24: 

77-83. [for Pyrrhura griseipectus]

Pacheco, J. F. & Whitney, B. M. (2006): Mandatory 

changes to the scientific names of three Neotropical 

birds. - Bull. Brit. Orn. Club,126: 242-244. [for 

Chlorostilbon lucidus, Forpus modestus]

Parry, S. J., Clark, W. S. & Prakash, V. (2002) On the 

taxonomic status of the Indian Spotted Eagle Aquila 

hastata. – Ibis, 144: 665-675. [for Aquila hastata]

Piacentini, V. Q., Aleixo, A. & Silveira, L. F. (2009): 
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Hybrid, subspecies or species? The validity and 

taxonomic status of Phaethornis longuemareus 

aethopyga Zimmer, 1950 (Trochilidae). - Auk,126: 

604-612. [for Phaethornis aethopyga]

Porter, R. F. & Kirwan, G. M. (2010): Studies of Socotran 

birds VI. The taxonomic status of the Socotra 

Buzzard. – Bulletin of the British Ornithologists ‘ 

Club,130 (2): 116–131. [for Buteo socotraensis]

Roselaar, C. S. & Michels, J. P. (2004): Nomenclatural 

chaos untangled, resulting in the naming of the 

formally undescribed Cacatua species from the 

Tanimbar Islands, Indonesia (Psittaciformes: 

Cacatuidae). -- Zoologische Verhandelingen, 350: 

183-196. [for Cacatua goffiniana]

Warakagoda, D. H. & Rasmussen, P. C. (2004): A new 

species of scops-owl from Sri Lanka. – Bulletin of 

the British Ornithologists' Club, 124(2): 85-105. [for 

Otus thilohoffmanni]

Whittaker, A. (2002): A new species of forest-falcon 

(Falconidae: Micrastur) from southeastern Amazonia 

and the Atlantic rainforests of Brazil. – Wilson 

Bulletin, 114: 421-445. [for Micrastur mintoni]

爬虫綱

Andreone, F., Mattioli, F., Jesu, R. & Randrianirina, J. E. 

(2001): Two new chameleons of the genus Calumma 

from north-east Madagascar, with observations on 

hemipenial morphology in the Calumma furcifer 

group (Reptilia, Squamata, Chamaeleonidae) – 

Herpetological Journal, 11: 53‑68. [for Calumma 

vatosoa and Calumma vencesi]

Avila Pires, T. C. S. (1995): Lizards of Brazilian 

Amazonia (Reptilia: Squamata) – Zoologische 

Verhandelingen, 299: 706 pp. [for Tupinambis]

Barej, M. F., Ineich, I., Gvoždík, V. Lhermitte-Vallarino, 

N., Gonwouo, N. L., LeBreton, M., Bott, U. & Schmitz, 

A. (2010): Insights into chameleons of the genus 
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Chamaeleonidae). –Molecular Phylogen. Evol., 30: 

351-365. [for Bradypodion caffrum, Bradypodion 

damaranum, Bradypodion gutturale, Bradypodion 

occidentale, Bradypodion taeniobronchum, 

Bradypodion transvaalense, Bradypodion ventrale]

Townsend, T. M., Tolley, K. A., Glaw, F., Böhme, W. 

& Vences, M. (2010): Eastward from Africa: 
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September 2010, doi: 10.1098/rsbl.2010.0701 [for 
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Tucker, A. D. (2010): The correct name to be 

applied to the Australian freshwater crocodile, 

Crocodylus johnstoni [Krefft, 1873]. – Australian 

Zoologist,35(2): 432-434. [for Crocodylus 

johnstoni]
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species of the Chamaeleo dilepis group (Sauria 
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Wermuth, H. & Mertens, R. (1996) (reprint): 

Schildkröte, Krokodile, Brückenechsen. xvii + 506 
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Wilms, T. M., Böhme, W., Wagner, P., Lutzmann, N. & 

Schmitz, A. (2009): On the phylogeny and taxonomy 

of the genus Uromastyx Merrem, 1820 (Reptilia: 
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of the genus Saara Gray, 1845. – Bonner zool. 
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Wüster, W. (1996): Taxonomic change and toxinology: 
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Naja sagittifera, Naja samarensis, Naja siamensis, 

Naja sputatrix and Naja sumatrana]
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in Burma: Short-tailed python (Reptilia: Squamata). 
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information extracted from Frost, D. R. (ed.) (2011), 

Amphibian Species of the World: a taxonomic and 

geographic reference, an online reference (Version 

5.5 as of December 2011) in combination with 

Brown, J. L., Twomey, E., Amézquita, A., Barbosa de 

Souza, M., Caldwell, L. P., Lötters, S., von May, R., 

Melo-Sampaio, P. R., Mejía-Vargas, D., Perez-Peña, 
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debelius, Hippocampus waleanus]
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Syngnathidae: Hippocampus) from Lord Howe 
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116. [for Hippocampus]
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seahorse, Hippocampus denise (Teleostei: 
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seahorse species from Indonesia (Teleostei: 
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Hippocampus patagonicus sp. nov., new seahorse 

from Argentina (Pisces, Syngnathiformes). -- Revista 
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a new seahorse (Gasterosteiformes: Syngnathidae) 

from the Seychelles. – Smithiana Bulletin, 10: 

19-21. [for Hippocampus tyro]
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genus Pandinus Thorell, 1876 accorded protection 

by the Washington Convention – Biogeographica, 

72(3): 133-143. [for scorpions of the genus 

Pandinus]

Rudloff, J.-P. (2008): Eine neue Brachypelma-Art aus 

Mexiko (Araneae: Mygalomorphae: Theraphosidae: 

Theraphosinae). – Arthropoda, 16(2): 26-30. [for 

Brachypelma kahlenbergi]

Taxonomic Checklist of CITES listed Spider Species, 

information extracted from Platnick, N. (2006), The 

World Spider Catalog, an online reference, Version 

6.5 as of 7 April 2006 [for Theraphosidae]

昆虫綱

Bartolozzi, L. (2005): Description of two new stag 

beetle species from South Africa (Coleoptera: 

Lucanidae). -- African Entomology, 13(2): 347-352. 

[for Colophonendroedyi]

Matsuka, H. (2001): Natural History of Birdwing 

Butterflies. 367 pp. Tokyo (Matsuka Shuppan). 

(ISBN 4-9900697-0-6). [for birdwing butterflies of 

the genera Ornithoptera,Trogonoptera and Troides]

ヒル綱

Nesemann, H. & Neubert, E. (1999): Annelida: Clitellata: 

Branchiobdellida, Acanthobdellea, Hirudinea. – 

Süßwasserfauna von Mitteleuropa, vol. 6/2, 178 

pp., Berlin (Spektrum Akad. Verlag). ISBN 3-8274-
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花虫網、ヒドロ綱

Taxonomic Checklist of all CITES listed Coral Species, 

based on information compiled by UNEP-WCMC 

2012. (See CoP16 Doc 43.1 Annex 5.1 and 5.2)

植物界

The Plant-Book, second edition, [D. J. Mabberley, 

1997, Cambridge University Press (reprinted with 

corrections 1998)] for the generic names of all 

plants listed in the Appendices of the Convention, 

unless they are superseded by standard checklists 

adopted by the Conference of the Parties).

A Dictionary of Flowering Plants and Ferns, 8th edition, 

(J. C. Willis, revised by H. K. Airy Shaw, 1973, 

Cambridge University Press) for generic synonyms 

not mentioned in The Plant-Book, unless they are 

superseded by standard checklists adopted by the 
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Conference of the Parties as referenced below.
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and K. D. Hill, 1995; In: P. Vorster (Ed.), Proceedings 

of the Third International Conference on Cycad 

Biology, pp. 55-64, Cycad Society of South Africa, 
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of Great Britain and Northern Ireland) as a guideline 
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Ireland) as a guideline when making reference to 
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CITES Carnivorous Plant Checklist,  (B. von Arx et al., 
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CITES Aloe and Pachypodium Checklist (U. Eggli et 

al., 2001, compiled by Städtische Sukkulenten-
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Kingdom of Great Britain and Northern Ireland) and 

its update: An Update and Supplement to the CITES 

Aloe & Pachypodium Checklist [J. M. Lüthy (2007), 

CITES Management Authority of Switzerland, Bern, 

Switzerland] as a guideline when making reference 

to the names of species of Aloe andPachypodium.

World Checklist and Bibliography of Conifers (A. 

Farjon, 2001) as a guideline when making reference 

to the names of species of Taxus.

CITES Orchid Checklist,  (compiled by the Royal Botanic 

Gardens, Kew, United Kingdom) as a guideline 

when making reference to the names of species 

of Cattleya, Cypripedium, Laelia, Paphiopedilum, 

Phalaenopsis, Phragmipedium, Pleione and 

Sophronitis (Volume 1, 1995) and Cymbidium, 

Dendrobium, Disa, Dracula andEncyclia (Volume 

2, 1997), and Aerangis, Angraecum, Ascocentrum, 

Bletilla, Brassavola, Calanthe, Catasetum, Miltonia, 

Miltonioides and Miltoniopsis, Renanthera, 

Renantherella, Rhynchostylis, Rossioglossum, Vanda 

and Vandopsis (Volume 3, 2001); and Aerides, 
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2006).

The CITES Checklist of Succulent Euphorbia Taxa 

(Euphorbiaceae), Second edition (S. Carter and U. 

Eggli, 2003, published by the Federal Agency for 

Nature Conservation, Bonn, Germany) as a guideline 

when making reference to the names of species of 

succulent euphorbias.

Dicksonia species of the Americas (2003, compiled by 

Bonn Botanic Garden and the Federal Agency for 

Nature Conservation, Bonn, Germany) as a guideline 

when making reference to the names of species of 

Dicksonia.

Plants of Southern Africa: an annotated checklist. 

Germishuizen, G. & Meyer N. L. (eds.) (2003). 

Strelitzia 14: 150-151. National Botanical Institute, 

Pretoria, South Africa as a guideline when making 

reference to the names of species of Hoodia.

Lista de especies, nomenclatura y distribución en el 

genero Guaiacum. Davila Aranda. P. & Schippmann, 

U. (2006): Medicinal Plant Conservation 12:50 as a 

guideline when making reference to the names of 

species of Guaiacum.

CITES checklist for Bulbophyllum and allied taxa 

(Orchidaceae). Sieder, A., Rainer, H., Kiehn, M. 

(2007): Address of the authors: Department 

of Biogeography and Botanical Garden of the 

University of Vienna; Rennweg 14, A-1030 Vienna 

(Austria) as a guideline when making reference to 

the names of species of Bulbophyllum..	               ■
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